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　本書を 10 年以上前になる自分の

管理者時代を思い浮かべながら読み

ました。

　所長が生き生きしていない訪問看

護ステーションは，スタッフも生き

生きしていないといえますが，所長

が生き生きしているステーションで

あっても，必ずしもスタッフが生き

生きしているとはいえないところに

管理の難しさがあります。

●忙しい所長・管理者のために

　それにしても，訪問看護ステー

ションの所長・管理者を読者対象と

した本なのに，ここまで難易度を下

げる必要があるのでしょうか。そう

思ってしまうほど，手軽に読める内

容です。忙しい所長・管理者にぴっ

たりといえます。4 章で構成されて

いますが，全 131 ページのため，通

勤電車のなかで読めてしまいます。

　第 1 章では，所長の役割の大切さ

について，所長が訪問看護を変えて

いくと述べています。第 2 章は，よ

い所長とはどういう人かについて，

第 3 章では，15 事例の所長がこのよ

うに変わると，変化の方法について

説明しています。そして最後の第 4 

章では，よい所長になるために定期

的な自己評価，他者評価の必要性に

ついて述べ，評価表を紹介していま

す。

　これらは，著者の角田さんが日本

訪問看護振興財団において，訪問看

護ステーションの所長・管理者およ

びスタッフと接するなかで経験した

こと，学習したことといえるでしょ

う。

●ロールモデルとなる所長が増える

ことを望む

　訪問看護はやりたいけど，管理者

や所長にはなりたくない，そう語る

訪問看護師が少なくありません。そ

の理由として，豊富な知識や技術が

求められる，訪問看護ステーション

の代表者として他職種や他機関と交

渉しなければならない，組織のなか

で訪問看護ステーションの活動が認

められるようにたえず改善が求めら

れる，仕事量が多いなどが挙げられ

ます。

　角田さんは，学生や訪問看護師が

将来管理者や所長になって，利用者

が求める訪問看護を実現したいと思

えるようなロールモデルとなる所長

が増えることを望んでいると思いま

す。本書はその一助となることで

しょう。

●問題解決志向を応用して

　私も管理者となって間もない頃

は，管理ではなく，できるだけ自分

が訪問看護をしたいと思っていまし

た。しかし，やがてスタッフの育成

や利用者の満足度の改善に喜びを感

じるようになり，さらに根源となる

看護基礎教育に興味を抱き，教員に

なりました。

　訪問看護ステーションでの管理経

験が初めての所長や管理者が多いな

かで，生き生き所長となることは大

変なことかもしれませんが，問題解

決志向は看護過程でお得意のものな

ので，スタッフや事業所の問題解決

にも応用して対応できることでしょ

う。

　次は，定期的に自己評価，他者評

価を行なった所長の報告と改善策の

提案を期待しています。

利用者が求める訪問看護を
実現する生き生き所長をめざして
［評者］木下由美子　 
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訪問看護は“所長”で決まる！
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